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 関市農業委員会総会議事録 

 場所：関市役所 大会議室  

○議事日程 

平成２８年１月５日（火曜日）午後３時００分 開議 

（１）議事録署名委員の指名 

（２）議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

（３）議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請に対する意見について 

（４）議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請に対する意見について 

（５）議案第４号 事業計画変更申請に対する意見について 

（６）議案第５号 農用地利用集積計画の承認について 

（７）議案第６号 関市地域農業振興計画の策定について（協議） 

（８）報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による届出について   

 

○出席委員（３３名） 

１番 早川 英雄 君   ２番 早川 誠一 君   ３番 佐藤 久雄 君 

４番 早川 清治 君   ６番 佐藤 善一 君   ７番 清水 宗夫 君 

８番 兼村 正美 君   ９番 石木 治男 君  １０番 後藤 利彦 君 

１１番 大澤 慶一 君  １２番 八木 豊明 君  １３番 杉山 德成 君 

１４番 村井 由和 君  １５番 山田 晴重 君  １６番 亀山  浩 君 

１７番 安田 孝義 君  １８番 篠田 泰道 君  １９番 横井 文雄 君 

２０番 中島 利彦 君  ２１番 増井 賢一 君  ２３番 土屋 尊史 君 

２４番 神山 博和 君  ２５番 野村  茂 君  ２６番 長屋 芳成 君 

２７番 日置  香 君  ２９番 相宮 千秋 君  ３０番 永井 博光 君 

３１番 岡田 忠敏 君  ３２番 伊佐地鐡夫 君  ３３番 川村 信子 君 

３４番 漆畑 和子 君  ３５番 岩田 幸子  君  ３６番 鷲見  勇 君     

 

 

 

○欠席委員（２名） 

 ２２番 加藤政比古 君  ２８番 藤川  勝 君 

  

 

○委員以外の出席者 

農業委員会事務局長    玉田 和久 君  農業委員会事務局課長補佐 長尾 成広 君  

農業委員会事務局係長    内田 千夏 君   洞戸事務所 課長補佐   足立庄三郎 君  

板取事務所 主任主査    長屋 守世 君   武芸川事務所 主査    松井 信弘 君  

武儀事務所 主査         猿渡 香織 君  上之保事務所  主査    加藤光太郎 君 
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午後３時００分 開会 

○事務局課長補佐（長尾成広君） それでは、これから農業委員会総会を始めさせていただきま

す。まず、市民憲章のご唱和をお願いします。ご起立ください。 

（市民憲章を唱和） 

ありがとうございました。ご着席ください。それでは、はじめに佐藤善一会長からご挨拶をお

願いします。 

○議長（佐藤善一君）あけましておめでとうございます。地方創生と言われております農協改革

は勿論のこと農業委員の選出方法も次回から変わることになっております。幸い関市におきまし

ては平成２９年７月までは現在の組織で継続されます。その後の農業委員の選出につきましては、

議会の同意を得て首長が指名推薦するという方法に変わります。定数も現在３６名いますが、約

半分に減ります。認定農業者で半数、女性農業委員を多く推薦するよう等、選出に関する方向性

も打ち出されています。農業委員が半数に減るということで、その部分をカバーするために農地

利用最適化推進委員を設置することにもなっています。今後、農業委員選出に際して人選が難し

いと予想されますが今から頭にいれておいてもらいたいと思います。 

 また、今年10/10,11に全国担い手サミットが岐阜で開催されます。全国各地域から２２００人

ほどの参加者が予想されます。県下６ブロックに分かれましてそれぞれの地域で会議等行われま

すので、参加要請もあり、２００人ほど受け入れるイベントを企画することにもなると思われま

すのでよろしくお願いします。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）それでは、事務局長にあいさつをお願いします。 

○事務局長（玉田和久君）あけましておめでとうございます。昨年は清流長良川の鮎が世界農業

遺産に認定されたり、曽代用水が世界かんがい遺産ということで関市も注目を集めました。しか

し一方で農業情勢ではＴＰＰが大筋合意で施行されていくことなります。農政改革で転作制度の

見直しなど不安な材料もありますが、関市の農業の発展のために皆様方と力をあわせて頑張って

いきたいと思います。 

○議長（佐藤善一君） それでは、ただ今から、関市農業委員会総会を開催します。本日は、２２

番加藤政比古君、２８番 藤川勝君が欠席ですが、会議規則第８条により委員の過半数の出席により

総会が成立しました。 

 次に、議事録署名委員の指名を行います。 

１番 早川英雄委員、２番 早川誠一委員のお二人にお願いします。 

 これより、議案の審議に入ります。 

 議案第１号農地法第３条の規定よる許可申請を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

○事務局課長補佐（長尾成広君） 議案第１号農地法第３条の規定による許可申請について、説

明させていただきます。 

農地法第３条の規定により、下記農地の申請がありましたので、審議を求めます。 

議案は１ページからになります。 

１番の案件は位置図が１ページになります。 

所有権移転で申請地は、下有知地内､長良川鉄道関市役所駅の北北西３８０ｍほどなどに位置する 

田、５７１㎡です。 

譲受人は、申請地を譲り受け、農業経営の拡大を図りたいというもの。譲渡人は、高齢により農

業経営が困難なため、譲受人の申し出に応じ譲り渡すというものです。 
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１２月１７日に現地確認をしたところ、田で農地性有りと確認しています。 

２番の案件は位置図が２ページになります。 

使用貸借権の設定で申請地は、小瀬地内､鮎ノ瀬グランドの東北東４３０ｍほどに位置する農振農

用地である田、３２９㎡です。 

使用借人は、３番、４番の案件と同一人物であり、申請地を借り受け、新規に農業経営を図りた

いというもの。使用貸人は、農業経営が困難なため、使用借人である息子の申し出に応じ貸しつけ

るというものです。 

１２月１７日に現地確認をしたところ、田で農地性有りと確認しています。 

３番の案件は位置図が３ページになります。 

所有権移転で申請地は、申請地は、小瀬地内､鮎ノ瀬グランドの東北東３８０ｍほどに位置する農

振農用地である田、８２５㎡です。 

譲受人は、申請地を譲り受け、新規に農業経営を図りたいというもの。譲渡人は、高齢により農

業経営が困難なため、譲受人に譲り渡すというものです。 

１２月１７日に現地確認をしたところ、田で農地性有りと確認しています。 

４番の案件は位置図が４ページになります。 

使用貸借権の設定で申請地は、小瀬地内､鮎ノ瀬グランドの東３７０ｍほどなどに位置する農振農

用地である田３筆、３６６４㎡及び畑、２８８㎡です。 

使用借人は、申請地を借り受け、新規に農業経営を図りたいというもの。使用貸人は、高齢によ

り農業経営が困難なため、使用借人に応じ貸しつけるというものです。 

１２月１７日に現地確認をしたところ、農地性有りと確認しています。 

５番の案件は位置図が５ページになります。 

使用貸借権の設定で申請地は、洞戸飛瀬地内､国道２５６号線縄文橋の南南西２９０ｍほどに位置

する農振農用地である畑、７２１㎡です。 

使用借人は、申請地を借り受け、新規に農業経営を図りたいというもの。使用貸人は、農業経営

が困難なため、使用借人の申し出に応じ貸しつけるというものです。 

１２月１６日に現地確認をしたところ、畑で農地性有りと確認しています。 

６番の案件は位置図が６ページになります。 

所有権移転で申請地は、洞戸飛瀬地内､国道２５６号線縄文橋の南南西２４０ｍほどに位置する農

振農用地である畑、１３９４㎡です。 

譲受人は、申請地を譲り受け、新規に農業経営を図りたいというもの。譲渡人は、高齢により農

業経営が困難なため、譲受人に譲り渡すというものです。 

１２月１６日に現地確認をしたところ、畑で農地性有りと確認しています。 

以上、所有権移転に関するもの３件、使用貸借権の設定に関するもの３件、合計６件につきまし

て、農地法第３条第２項各号に該当しないため、許可要件のすべてを満たしていると考えます。よ

ろしくご審議をお願いいたします。 

○   議長（佐藤善一君）  事務局の説明が終わりましたので、担当委員の意見をお聞きします。 

○ １１番（大澤慶一君）  １番について異議ありません。 

○ １３番（杉山德成君）  ２番、３番、４番について異議ありません。 

○ ２５番（野村 茂君）  ５番、６番について異議ありません。 

○ 議長（佐藤善一君） それではこれより質疑を行います。質疑のある方はございませんか。 
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    （「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたします。議案第１号について原案のとおり許可す

ることに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

        （全員挙手） 

ありがとうございました。 

 議案第１号の６件につきまして原案のとおり許可することといたします。 

次に、議案第２号農地法第４条の規定による許可申請に対する意見についてを議題といたしま

す。事務局の説明を求めます。 

○事務局課長補佐（長尾成広君） 議案第２号農地法第４条の規定により、下記農地の申請があ

ったので、意見を求めます。 

 議案は４ページになります。 

１番の案件は位置図が７ページになります。 

申請地は、大杉地内、田原グランドの南南東１８０ｍほどに位置する登記地目が畑、現況地目が

雑種地、１８１㎡です。 

申請地は、従前竹藪が密集しかつ周辺と比べ一段低い土地であり農作業をするには大変困難な土

地であったため、隣接する２番の案件の所有者とともに申請地を埋め立て果樹畑として利用するた

め嵩上げをしたいというものです。 

１２月１６日に現地確認をしたところ、雑種地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

２番の案件は位置図が８ページになります。 

申請地は、大杉地内、田原グランドの南南東１８０ｍほどに位置する登記地目が畑、現況地目が

雑種地、４３３㎡です。 

申請地は、１番の案件の西側に隣接しており、従前竹藪が密集しかつ周辺と比べ一段低い土地で

あり農作業をするには大変困難な土地であったため、隣接する１番の所有者とともに申請地を埋め

立て果樹畑として利用するため嵩上げをしたいというものです。 

１２月１６日に現地確認をしたところ、雑種地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

３番の案件は位置図が９ページになります。 

申請地は、巾１丁目地内、巾公民センターの北東２９０ｍほどに位置する登記地目が畑、現況地

目が宅地、６６９㎡のうち６３．０７㎡です。 

申請人は、申請地に物置を設置したいというものです。 

１２月１７日に現地確認をしたところ、宅地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

 なお５条の４番の案件と同時許可になります。 

４番の案件は位置図が１０ページになります。 

申請地は、武儀富之保地内、祖父川公民館の東南東１５０ｍほどに位置する登記地目が畑、現況

地目が宅地、６５㎡です。 

申請人は、申請地の西隣に居住しており、車庫を建築整備したいというものです。 

１２月１６日に現地確認をしたところ、宅地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 
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５番の案件は位置図が１０ページになります。 

申請地は、武芸川町谷口地内、武芸小学校の北東２００ｍほどに位置する畑、３９２㎡です。 

申請人は、農業経営が困難になってきたため申請地に太陽光発電施設を整備したいというもので

す。 

１２月１６日に現地確認をしたところ、畑で農地性有りと確認しています。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

６番の案件は位置図が１２ページになります。 

申請地は、武芸川町高野地内、博愛小学校の南西３６０ｍほどに位置する登記地目が田、現況地

目が畑２筆、４４２㎡です。 

申請人は、農業経営が困難になってきたため申請地に太陽光発電施設を整備したいというもので

す。 

１２月１６日に現地確認をしたところ、田で農地性有りと確認しています。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

７番の案件は位置図が１３ページになります。 

申請地は、武芸川町高野地内、博愛小学校の南西３７０ｍほどに位置する登記地目が田、現況地

目が畑、５４９㎡です。 

申請人は、農業経営が困難になってきたため申請地に太陽光発電施設を整備したいというもので

す。 

１２月１６日に現地確認をしたところ、田で農地性有りと確認しています。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

以上７件について、ご審議をお願いします。 

○ 議長（佐藤善一君） 事務局の説明が終わりましたので、担当委員の意見をお聞きします。 

○ ３番（佐藤久雄君） １番、２番について異議ありません。 

○ ７番（清水宗夫君） ３番について異議ありません。 

○１９番（横井文雄君） ４番について異議ありません。 

○２９番（相宮千秋君） ５番について異議ありません。 

○３０番（永井博光君） ６番、７番について異議ありません。 

○ 議長（佐藤善一君） これより質疑を行います。質疑のある方はございませんか。 

○２３番（土屋尊史君） 太陽光の件で質問があります。普通は出入りが出来ないように柵等設

置してあります。農業委員会としましては、農地を農地以外に転用することを審議するわけです

からその先のことは関係ないのかもしれません。しかし実際の話、農地を太陽光施設に転用した

場所で、トラロープで囲ってある場所があります。管理上、柵を設置した方が良いとは思うので

すが、トラロープでもいいのか、そのあたり建設部の方で指導があるのかもしれませんがどうで

しょうか。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）太陽光施設は建築確認が不要です。トラロープかフェンスかは

任意で選択し設置されており、そこに対する規制はないと思われます。 

○２３番（土屋尊史君）それでも今後、感電の問題等でてくると思われます。もう少し行政で規

制をしていってもいいのではないでしょうか。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）農地法上では縛りはありませんが、他地域の状況を調べてみま

す。県にも確認してみます。 
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○ 議長（佐藤善一君）私も、太陽光発電施設の目的で、農業委員の印鑑をもらいに申請人がい

らした時には管理上の問題がないようにお話をしています。皆さんもそのように対応していただ

けるといいかと思います。他に意見はございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたします。議案第２号について、原案のとおり岐阜

県知事に進達することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

        （全員挙手） 

 それでは、議案第２号の７件を原案のとおり岐阜県知事に進達することといたします。 

 次に議案第３号農地法第５条第一項の規定による許可申請の意見についてを議題といたしま

す。事務局からの説明を求めます。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）議案第３号農地法第５条の規定により、下記農地の申請があり

ましたので、意見を求めます。 

 議案は７ページからになります。 

１番の案件は位置図が１４ページになります。 

使用貸借権の設定で申請地は、鋳物師屋地内、天神公民センターの南南東９０ｍほどに位置する

田、２８９．４４㎡です。 

使用借人は、現在賃貸住宅に居住しており、子どもが成長し手狭になってきたため、申請地を借

り受けて、自己用の住宅を建築したいというもの。使用貸人は、高齢により農業経営が困難になっ

てきたところ、使用借人の申し出に応じ貸しつけるというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、田で農地性ありと確認しています。 

農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため第３種農地と判断します。 

 使用貸借の期間は、許可日から５０年間としています。  

２番の案件は位置図が１５ページになります。 

所有権移転で鋳物師屋地内、天神公民センターの南２８０ｍほどに位置する登記地目が田、現況

地目が宅地、５１９㎡です。 

譲受人は、不動産業などを営んでいる法人であり、申請地を譲り受け、分譲住宅敷地として整備

したいというもの。譲渡人は、高齢により農業経営が困難になってきたため譲受人の申し出に応じ

譲り渡すというものです。      

隣接農地の承諾書の添付があります。 

１２月１６日に現地確認をしたところ、宅地でした。 

農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため第３種農地と判断します。 

３番の案件は位置図が１６ページになります。 

使用貸借権の設定で申請地は、東田原地内、東田原公民館の南南東２２０ｍほどに位置する畑、

３８５㎡です。 

使用借人は、現在賃貸住宅に居住しており、子どもが成長し手狭になってきたため、申請地を義

理の親より借り受けて、自己用の住宅を建築したいというもの。使用貸人は、使用借人である娘の

夫の申し出に応じ貸しつけるというものです。      

隣接農地の承諾書の添付があります。 

１２月１６日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認しています。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 
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 使用貸借の期間は、許可日から２０年間としています。  

４番の案件は位置図が１７ページになります。 

使用貸借権の設定で申請地は、巾１丁目地内、巾公民センターの北東２９０ｍほどに位置する畑、 

６６９㎡のうち２８５．４４㎡です。 

使用借人は、現在賃貸住宅に居住しており、子どもが成長し手狭になってきたため、申請地を父

親より借り受けて、自己用の住宅を建築したいというもの。使用貸人は、使用借人である息子の申

し出に応じ貸しつけるというものです。      

１２月１７日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認しています。 

農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため第３種農地と判断します。 

 使用貸借の期間は、許可日から２０年間としています。  

 なお４条の３番の案件と同時許可になります。 

５番の案件は位置図が１８ページになります。 

所有権移転で申請地は一本木町地内、一本木公園の南３０ｍほどに位置する田２筆、７５８㎡で

す。 

譲受人は、住宅建築業を営んでいる法人であり、申請地を譲り受け、建売分譲住宅敷地として整

備したいというもの。譲渡人は、高齢により農業経営が困難であったところ譲受人の申し出に応じ

譲り渡すというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、田で農地性ありと確認しています。 

農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため第３種農地と判断します。 

６番の案件は位置図が１９ページになります。 

所有権移転で申請地は明生町３丁目地内、桜ケ丘小学校の北東９０ｍほどに位置する畑、２８７

㎡のうち２１６．７５㎡です。 

譲受人は、申請地の西隣に居住しており、申請地を譲り受け、手狭になった庭及び駐車場を整備

したいというもの。譲渡人は、申請地を相続により取得したが、農業経営が困難であったところ譲

受人の申し出に応じ譲り渡すというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認しています。 

農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため第３種農地と判断します。 

７番の案件は位置図が２０ページになります。 

使用貸借権の設定で申請地は段下地内、倉知小学校の北東１２０ｍほどに位置する畑、３００㎡

です。 

使用借人は夫婦であり、現在妻の実家で両親と同居しており、今回申請地を借り受け、自己用の

住宅を建築したいというもの。使用貸人は、娘夫婦の要望に応じ貸しつけるというものです。      

１２月１７日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認しています。 

農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため第３種農地と判断します。 

８番の案件は位置図が２１ページになります。 

所有権の設定で申請地は段下地内、倉知小学校の西２８０ｍほどに位置する登記地目が田、現況

地目が畑、２２０２㎡のうち３３０．５８㎡です。 

譲受人は、現在住んでいる住宅が手狭になってきたため、申請地を譲り受け、自己用の住宅を建

築したいというもの。譲渡人は、申請地を相続により取得したが農業経営が困難であったため譲受

人の申し出に応じ譲り渡すというものです。      
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１２月１７日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認しています。 

農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため第３種農地と判断します。 
９番の案件は位置図が２２ページになります。 

所有権の設定で申請地は円保通２丁目地内、関仲町郵便局の北北東２９０ｍほどに位置する登記

地目が田、現況地目が畑、２７６㎡です。 

譲受人は、現在居住している賃貸住宅が手狭になってきたため、申請地を譲り受け、自己用の住

宅を建築したいというもの。譲渡人は、申請地を相続により取得したが農業経営が困難であったた

め譲受人の申し出に応じ譲り渡すというものです。      

隣接農地の承諾書の添付があります。 

１２月１７日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認しています。 

農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため第３種農地と判断します。 

１０番の案件は位置図が２３ページになります。 

所有権移転で申請地は黒屋地内、中池の南西３６０ｍほどに位置する登記地目が畑、現況地目が

宅地２筆、２５０㎡です。 

譲受人は、申請地を譲り受け、北側の宅地とともに自己用の住宅を建築したいというもの。譲渡

人は、譲受人の申し出に応じ譲り渡すというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、宅地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

１１番の案件は位置図が２４ページになります。 

賃貸借権の設定で申請地は、倉知地内、下倉知公民館の西５５０ｍほどに位置する田６筆、５９

８３㎡です。 

賃借人は、砂利採取業を営んでおり、申請地を借り受け、砂、砂利、玉石等の採取をしたいとい

うもの。賃貸人は、賃借人の申し出に応じるというものです。 

１２月１７日に現地確認をしたところ、田で農地性有りと確認しています。 

隣接農地の承諾書の添付があります。 

農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため第３種農地と判断します。 

賃貸借の期間は、許可日から１年としています。 

１２番の案件は位置図が２５ページになります。 

賃貸借権の設定で申請地は、倉知地内、国道 248 バイパス倉知東交差点の北東１７０ｍほどなど

に位置する田８筆、３１４３．６１㎡です。 

賃借人は、申請地を借り受け、太陽光発電設備を整備したいというもの。賃貸人は、賃借人の申

し出に応じるというものです。 

１２月１７日に現地確認をしたところ、田で農地性有りと確認しています。 

隣接農地の承諾書の添付があります。 

賃貸借の期間は、許可日から２０年としています。 

農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため第３種農地と判断します。 

１３番の案件は位置図が２６ページになります。 

賃貸借権の設定で申請地は、倉知地内、国道 248 バイパス倉知東交差点の北東２３０ｍほどなど

に位置する田３筆、３７０８㎡です。 

賃借人は、１２番の案件と同一人物であり、申請地を借り受け、太陽光発電設備を整備したいと



－9－ 

いうもの。賃貸人は、賃借人の申し出に応じるというものです。 

１２月１７日に現地確認をしたところ、田で農地性有りと確認しています。 

隣接農地の承諾書の添付があります。 

賃貸借の期間は、許可日から２０年としています。 

農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため第３種農地と判断します。 

１４番の案件は位置図が２７ページになります。 

使用貸借権の設定で申請地は、下有知地内、長良川鉄道関市役所駅の南西３４０ｍほどに位置す

る田、３４３㎡です。 

使用借人は、現在賃貸住宅に居住しており手狭になってきたため、申請地を借り受け、自己用の

住宅を建築したいというもの。使用貸人は、使用借人である孫夫婦の申し出に応じ貸しつけるとい

うものです。      

１１月５日に現地確認をしたところ、宅地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため第３種農地と判断します。 

使用貸借の期間は、許可日から２０年間としています。 

１５番の案件は位置図が２８ページになります。 

所有権移転で申請地は、下有知地内、長良川鉄道関市役所駅の北北西３６０ｍほどに位置する田、 

７９４㎡です。 

譲受人は、不動産業を営んでおり申請地を譲り受け、建売分譲住宅を建築したいというもの。譲

渡人は、高齢により農業経営が困難なため、譲受人の申し出に応じ譲り渡すというものです。      

隣接農地の承諾書の添付があります。 

１２月１７日に現地確認をしたところ、田で農地性ありと確認しています。 

農地の区分は、長良川鉄道の関市役所駅、鉄道の駅から５００ｍ以内に申請地があるため第３種

農地と判断します。 

１６番の案件は位置図が２９ページになります。 

所有権移転で申請地は、下有知地内、今宮公民センターの北東３６０ｍほどに位置する畑、３９

４㎡です。 

譲受人は、現在賃貸住宅に居住しており手狭になってきたため、申請地とその北側に隣接する宅

地を譲り受け、自己用の住宅及び庭を建築したいというもの。譲渡人は、遠方に居住しており農業

経営が困難なため、譲受人の申し出に応じ譲り渡すというものです。      

１２月１７日に現地確認をしたところ、雑種地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

１７番の案件は位置図が３０ページになります。 

所有権移転で申請地は、山王通西地内、新田公民センターの東２３０ｍほどに位置する畑、２０

２㎡です。 

譲受人は、申請地を譲り受けて、自己用の住宅を建築したいというもの。譲渡人は、譲受人の申

し出に応じ譲り渡すというものです。      

隣接農地の承諾書の添付があります。 

１２月１７日に現地確認をしたところ、田で農地性ありと確認しています。 

１８番の案件は位置図が３１ページになります。 

所有権移転で申請地は、小瀬地内、瀬尻小学校の南東３３０ｍほどに位置する田、３２７２㎡の
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うち２７１２．５２㎡及び登記地目が田、現況地目が畑３５３㎡のうち１４４．３９㎡です。 

譲受人は、不動産業を営んでいる法人であり、申請地を譲り受けて、宅地分譲敷地として整備し

たいというもの。譲渡人は、申請地を相続により取得したが遠方に居住しており農業経営が困難な

ため譲受人の申し出に応じ譲り渡すというものです。      

１２月１７日に現地確認をしたところ、農地性ありと確認しています。 

農地の区分は、都市計画法の用途地域内のため第３種農地と判断します。 

１９番の案件は位置図が３２ページになります。 

 所有権移転で申請地は、千疋地内、千疋ふれあいセンターの北西４６０ｍほどに位置する登記地 

目が田、現況地目が雑種地、３５㎡です。 

譲受人は、申請地の道路を挟んだ南側にてネジ・ボルトなどの製造販売を業としている法人であ

り、申請地を譲り受けて、駐車場を拡張したいというもの。譲渡人は、譲受人の申し出に応じ譲り

渡すというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、雑種地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、おおむね１０ｈa 以上の規模の一団の農地等の区域に該当するため、第１種農地

ですが、用地拡張で１/２未満にあたるため許可相当と判断いたします。 

２０番の案件は位置図が３３ページになります。 

 所有権移転で申請地は、下白金地内、めぐみの農協金竜支店の南西２６０ｍほどに位置する登記 

地目が田、現況地目が宅地、７２㎡です。 

譲受人は、申請地を譲り受けて、申請地の南側の一体利用地とともに、自己用の住宅を建築した

いというもの。譲渡人は、譲受人の申し出に応じ譲り渡すというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、一部宅地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

２１番の案件は位置図が３４ページになります。 

賃貸借権の設定で申請地は、側島地内、岐阜県魚苗センター関事業所の南南西４０ｍほどに位置 

する農振農用地である田、１２９１㎡です。 

賃借人は、砂利採取業を営んでおり、申請地を借り受け、昨年９月の総会にかけられた申請地の

北側、道路を挟んだ砂利採取の表土置場として使用したいというもの。賃貸人は、賃借人の申し出

に応じるというものです。 

１２月１６日に現地確認をしたところ、田で農地性有りと確認しています。 

隣接農地の承諾書の添付があります。 

賃貸借の期間は、許可日から１年としています。 

２２番の案件で位置図は３５ページになります。 

 使用貸借権の設定で申請地は、武儀富之保地内、上之保浄化センターの南東６３０ｍほどに位置 

する登記地目が畑、現況地目が雑種地、７０４㎡です。 

使用借人は、現在賃貸住宅に居住しており、申請地を借り受けて、自己用の住宅を建築したいと

いうもの。使用貸人は、使用借人である娘夫婦の申し出に応じ貸しつけるというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、雑種地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

使用貸借の期間は、許可日から２０年間としています。 

２３番の案件は位置図が３６ページになります。 
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 使用貸借権の設定で申請地は、武儀中之保地内、武儀やまゆり東保育園の南南東６０ｍほどに位 

置する登記地目が畑、現況地目が宅地、２２４㎡です。 

使用借人は、申請地を借り受けて、倉庫を建築したいというもの。使用貸人は、使用借人である

妹の夫の申し出に応じ貸しつけるというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、宅地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

使用貸借の期間は、許可日から２０年間としています。 

２４番の案件は位置図が３７ページになります。 

 所有権移転で申請地は、武儀中之保地内、武儀やまゆり東保育園の南８０ｍほどに位置する登記 

地目が畑、現況地目が宅地、２３㎡です。 

譲受人は、申請地を譲り受けて、自己用の住宅を建築したいというもの。譲渡人は、譲受人の申

し出に応じ譲り渡すというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、宅地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

２５番の案件は位置図が３８ページになります。 

所有権移転で申請地は、武儀中之保地内、武儀やまゆり東保育園の南８０ｍほどに位置する登記

地目が畑、現況地目が宅地、９０．０４㎡です。 

譲受人は、申請地を譲り受けて、自己用の住宅を建築したいというもの。譲渡人は、譲受人の申

し出に応じ譲り渡すというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、宅地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

２６番の案件は位置図が３９ページになります。 

所有権移転で申請地は、武儀中之保地内、武儀やまゆり東保育園の南南東７０ｍほどに位置する

登記地目が畑、現況地目が宅地、２１㎡です。 

譲受人は、申請地を譲り受けて、車庫を建築したいというもの。譲渡人は、譲受人の申し出に応

じ譲り渡すというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、宅地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

今説明しました、２３番から２６番までの４件の案件については、武儀町時代の平成９年に道路拡

幅などにより立ち退きになり、新たに住宅や倉庫を建築した際に用地取得された土地の転用申請が

出されており、２３、２６番が池戸謙二さん、２４、２５番が三輪弘義さんの案件であり、武儀事

務所より出されています。 

２７番の案件は位置図が４０ページになります。 

 使用貸借権の設定で申請地は、武儀中之保地内、武儀中学校の西７００ｍほどに位置する畑、２ 

２２㎡です。 

使用借人は、現在賃貸住宅に居住しており、申請地を借り受けて、自己用の住宅を建築したいと

いうもの。使用貸人は、使用借人である息子の申し出に応じ貸しつけるというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認しています。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

２８番の案件は位置図が４１ページになります。 
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 使用貸借権の設定で申請地は、武儀下之保地内、武儀西小学校の南西１６０ｍほどに位置する登 

記地目が田、現況地目が雑種地２筆、６５５㎡です。 

使用借人は、水道工事を業としている法人であり、申請地を借り受けて、資材置場として整備し

たいというもの。使用貸人は、親戚である使用借人の申し出に応じ貸しつけるというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、雑種地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

使用貸借の期間は、許可日から３年としています。 

２９番の案件は位置図が４２ページになります。 

所有権移転で申請地は、洞戸菅谷地内、上菅谷集会所の北西９０ｍほどなどに位置する登記地目

が畑、現況地目が雑種地４筆、２２３３㎡です。 

譲受人は、宗教法人の分教会であり、申請地を譲り受けて、駐車場を整備したいというもの。譲

渡人は、農業経営が困難なため、譲受人の申し出に応じ無償にて譲り渡すというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、雑種地であったため始末書の添付があります。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

３０番の案件は位置図が４３ページになります。 

 賃貸借権の設定で申請地は、武芸川町八幡地内、武芸川幼稚園の北西２４０ｍほどに位置する登 

記地目が田、現況地目が畑１０２８㎡です。 

賃借人は、機械製造業及び太陽光発電による売電事業などを業としている法人であり、申請地を

借り受けて、太陽光発電施設を整備したいというもの。賃貸人は、賃借人の申し出に応じ貸しつけ

るというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認しています。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

賃貸借の期間は許可日から、２０年間としています。 

３１番の案件は位置図が４４ページになります。 

 使用貸借権の設定で申請地は、武芸川町高野地内、博愛小学校の南西３００ｍほどに位置する田、 

畑１４２１㎡です。 

使用借人は、申請地を借り受けて、太陽光発電施設を整備したいというもの。使用貸人は、息子

である使用借人の申し出に応じ貸しつけるというものです。      

１２月１６日に現地確認をしたところ、田で農地性ありと確認しています。 

農地の区分は、住宅、事業施設等が連坦しているため、第３種農地と判断します。 

以上、所有権移転に関するもの１６件、使用貸借権の設定に関するもの１０件、賃貸借権の設定

に関するもの５件、計３１件につきまして、ご審議をお願いいたします。 

○ 議長（佐藤善一君） 事務局の説明が終わりましたので、担当委員の意見をお聞きします。 

○ １番（早川英雄君） １番、２番について異議ありません。 

○ ３番（佐藤久雄君） ３番について異議ありません。 

○ ７番（清水宗夫君） ４番、５番、６番、７番、８番について異議ありません。 

○ ８番（兼村正美君） ９番について異議ありません。 

○ ９番（石木治男君） １０番について異議ありません。 

○１０番（後藤利彦君） １１番、１２番、１３番について異議ありません。 

このあたりは太陽光施設がたくさん設置されています。先程、話題にもなりましたが、私も申請
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が出されるたびに管理の問題に関してはお願いをしてきました。やはり安全という観点からある

程度の規制を設けていくべきだと思います。近隣の市町村で言えば、愛知県の稲沢市では独自に

太陽光発電施設の運用基準を設けて取り組んでいるようです。一度、参考のために聞いてみてい

ただいたらよいと思います。 

○１１番（大澤慶一君） １４番、１５番について異議ありません。 

○１２番（八木豊明君） １６番について異議ありません。 

○１３番（杉山德成君） １７番、１８番について異議ありません。 

○１５番（山田晴重君） １９番について異議ありません。 

○１７番（安田孝義君） ２０番について異議ありません。 

○１８番（篠田泰道君） ２１番について異議ありません。 

○１９番（横井文雄君） ２２番について異議ありません。 

○２０番（中島利彦君） ２３番、２４番、２５番、２６番、２７番について異議ありません。 

○２１番（増井賢一君） ２８番について異議ありません。 

○２４番（神山博和君） ２９番について異議ありません。 

○２９番（相宮千秋君） ３０番について異議ありません。 

○３０番（永井博光君） ３１番について異議ありません。 

○ 議長（佐藤善一君）それではこれより質疑を行います。質疑のある方はございませんか。 

○２３番（土屋尊史君）１１番ですが説明では６筆申請になっていますが、地図では５筆しか記

されていません。この違いは何ですか。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）地図上では、５筆に見えますが、一番北にある筆の右上に小さ

く申請地があり地図でも６筆になっていますので、ご了承願います。 

○２３番（土屋尊史君）分かりました。もう一点意見します。１８番の案件ですが、譲渡人の理

由が遠方であるため農業が困難とありますが、譲渡人は数名おり、近隣に居住している方もいら

っしゃいます。全員の理由ではありませんので、記載の仕方を変更された方がいいのではないで

しょうか。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）分かりました。理由については複数存在する場合、「等」と記

載するように気を付けます。 

○２７番（日置 香君）１２番、１３番の件ですが、今回のこの申請地の間に少し土地が余って

います。この土地について今後どうされる予定であるか等お聞きしていますでしょうか。ここだ

け空いていますので気になりまして。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）今回の申請をされた行政書士からは、今後近いうちにこの間の

土地の所有者が太陽光発電施設に転用する予定でいるとお伺いしています。 

○議長（佐藤善一君）その他に質問はございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたします。議案第３号について、原案のとおり岐阜

県知事に進達することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

        （全員挙手） 

 それでは、議案第３号の所有権移転に関するもの１６件、賃貸借権の設定に関するもの１０件、

使用貸借権の設定に関するもの５件の、計３１件を原案のとおり岐阜県知事に進達することとい

たします。 
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 次に、議案第４号事業計画変更申請に対する意見について事務局の説明を求めます。 

農地転用許可後の事業計画変更申請がありましたので、意見を求めます。 

議案は２１ページになります。 

１番の案件は位置図が４５ページになります。 

目的、面積、計画の変更です。申請地は、西田原地内、関食肉センターの南南西２６０ｍほどに

位置する登記地目が畑、現況地目が雑種地２筆、７５４㎡のうち３４８．１６㎡です。 

当初事業計画は、申請地を、平成１６年４月２８日５条許可、及び事業計画変更により申請地及

び西隣の土地にて一般住宅及び作業場として利用する予定であったが、資金繰りに支障をきたした

ため計画を中止していたというものです。   

変更後の事業計画は、当初の計画地の一部である申請地に承継者の自己用の住宅を建築したいと

いうものです。   

１２月１６日に現地確認をしたところ、雑種地でした。 

以上１件のご審議をお願いいたします。 

○ 議長（佐藤善一君） 事務局の説明が終わりましたので、担当委員の意見をお聞きします。 

○ ３番（佐藤久雄君） １番について異議ありません。 

○ 議長（佐藤善一君）それではこれより質疑を行います。質疑のある方はございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたします。議案第４号について、原案のとおり岐阜

県知事に進達することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

        （全員挙手） 

 それでは、議案第４号の１件を原案のとおり岐阜県知事に進達することといたします。 

 次に、議案第５号農用地利用集積計画の承認について事務局の説明を求めます。 

○事務局課長補佐（長尾成広君） 関市長より、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に

より、農用地利用集積計画の承認を求められたので、意見を求めます。 

議案は２３ぺージになります。 

賃貸借権の設定に関するものについて２５筆１２件３６５０５㎡、使用貸借権の設定に関するも

のについて５筆３件３２３３㎡、の承認を求められています。 

農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考えます。 

地目は、田２７筆で３８０３４㎡、畑３筆で１７０４㎡です。  

地区は、広見、武芸川町跡部、平、谷口、下有知、大杉、黒屋、千疋地区です。 

 設定を受ける方は、㈲武芸川農産、外６者です。 

以上、農用地利用集積計画の承認につきまして、ご審議をお願いいたします。 

○  議長（佐藤善一君） 事務局の説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のあ

る方はございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたします。議案第５号の農用地利用集積計画につい

て、原案のとおり許可することといたします。 

 次に、議案第６号関市地域農業振興計画の策定についてを議題といたします事務局からの説

明を求めます。 

○農務課課長補佐（川島友教君）前回の農業委員会におきまして農業振興計画の審議をしていただ
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きました。その中で農振除外を認めると判断していただいたものの中で、関市地域農業振興計画の

案に掲載してあるものは平成 27 年より県営農村振興総合整備事業による農業用用排水施設の修繕

が行われるということになっております。その受益用地につきましては土地改良事業と同じ扱いを

受け農振農用地からの除外が規制されることになっていますが、実際には面的整備ではないため農

道整備や緊急的なものについて除外ができるということになっています。ただ、緊急でやむを得な

いものを除外するにあたりまして、今お配りしております関市農業振興計画を策定し県の承認を受

け公告縦覧をしなければならないとなっておりますので、前回、農振除外をしてよいと認められま

した７筆につきまして掲載をし、今度の農振除外をできるようにしていきたいと思います。 

資料では、４ページに施設の趣旨・面積・農用地にかかる面積等を記載しておりますが、これが前

回の農振除外の時に資料に掲載しましたものと合致しています。場所につきましては、１番最後の

方に図面をつけております。１２ページからになります。 

１２ページは、肥田瀬の字川原田になり赤く塗られているところが申請地になります。左側の申請

地が関中央病院横にあります駐車場用地、右側がコーポレーション金子の駐車場用地になっていま

す。 

これも前回承認を受けているところです。 

１３ページは、倉知のマーゴ横にあります農振除外の申請地になっています。 

１４ページは、申請者が三輪正善さんの農業用倉庫、分家住宅の用地となっています。 

全て農振除外してよいと前回認められた場所です。 

これら７筆につきまして農振除外するために、今回、振興計画を策定し県に提出したいと思いま

す。 

○  議長（佐藤善一君） 事務局の説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のあ

る方はございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

○ ２番（早川誠一君）１２ページの地図をみていただきますと、私たちが最初、耕地整備した 

時の農地とひかり町の工業団地の状況と現在とは異なってしまっています。工業団地と工場や駐

車場との間に農地が残ってしまっています。工場が増えていくとせっかく耕地整備した農地が分

断されていくわけです。すでにかなりの農地が耕地整備の分から消えています。今回の申請の場

所もまた分断されてしまったところです。そういった場所はその都度農振除外申請してことにな

っていくのでしょうか。農振地域の変更自体はできないのでしょうか。 

また、この辺りは用水が流れています。ですから、工場建設の際にきちんと用水部分も整備し

てもらわないと農地でうまく用水が使えない・田圃が出来なくなってしまうという状況にもなっ

てしまいます。 

その都度、少しずつ農振除外したり、用水管理に問題がでたりしないよう、もう少し融通が利

く方法はないものでしょうか。 

○農務課課長補佐（川島友教君）質問に対して二つ回答させていただきます。 

まず一つ目は工業団地付近の土地の農振除外について、工業団地内に残ってしまった農地等、

事前に除外できないかということですが、農振農用地を外しますとこの地域ですと都市計画税が

かかるようになってしまいます。固定資産税があがりますので、こちらで簡単にそのような状況

にすることはできません。実際に農業をやっていらっしゃる方に不利な影響がでてしまうという

こともあるということです。土地改良法に基づく用水整備をする場合、受益者は全員、負担金を
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支払わないといけないのですが、対象農地の算定において農振農用地がどれだけあるかというも

のがあったりしますので、それだけの面積がないと県の事業を継続することができなくなるとい

うこともあります。 

こちらで勝手に農振農用地を減らしてしまい、結果、困ってしまう場合もあります。 

ですから、今の時点では、申請がありましたら個々に対応していくしかないと思われます。 

 もう一つ、用水につきましても、個々の転用の際に、施工業者に慎重に工事をしていただくよ

う指導することはできますが事前に何か策を講じるというのは難しいと思われます。 

○２番（早川誠一君）農転の申請がされる際には、わたしも色々と申請者にお話はさせていただ

いているのですが、なかなか難しい問題だと感じています。回答、ありがとうございました。 

○議長（佐藤善一君） 他に質疑はありませんか。 

○１７番（安田孝義君）５番、６番、７番で、地図では１４ページになりますが、申請地の一番

左の大きな土地ですが、その左に大きな排水があります。またその他の申請地２筆のところには

１ｍ５０ｃｍくらいの排水が走っています。もしこれが承認された場合、これらの用水の管理に

ついてですが、例えば伏越しをするのかとか、その辺りはどの時点で協議をするものなのでしょ

うか。 

○事務局長（玉田和久君） 農振除外が許可されると、農地転用の手続きに進むわけですが、地

元の土木水利委員の意見書を提出してもらうことになっています。その際にきちんと協議をして

いただき、要望や条件を提示していただければいいと思います。 

○議長（佐藤善一君）他に質疑はありませんか。質疑のある方はございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたします。議案第６号について、原案のとおり岐阜

県知事に進達することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

        （全員挙手） 

 それでは、議案第６号の１件を原案のとおり岐阜県知事に進達することといたします。 

 次に、報告第１号農地法第１８条第６項の規定による届出について事務局からの説明を求めま

す。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による届出 賃貸者の

合意解約の届出について、説明させていただきます。 

今回１件の届出があります。議案は２６ぺージになります。 

番号１の案件は賃借人が八代 治郎です。 

 下有知地内の田５２８㎡です。 

合意解約日は、平成２７年１１月３０日です。 

○ 議長（佐藤善一君） 以上をもちまして議案の審議は全て終了いたしました。その他について事

務局の説明を求めます。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）次回の総会は１１月２４日午前１０時から関市役所大会議室です。 

また、１１月の主な行事予定は、１１月２日が転用申請等受付締切日で、１１月５日、６日が転 

用申請等現地確認日で１１月２８日が農業会議答申日です。 

○議長（佐藤善一君） これをもちまして閉会といたします。ご苦労様でございました。 

午後１０時４０分 閉会 
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                                        ○印  

                                                            

 


